
みずほCustomer Desk Report  2019/05/14 号（As of 2019/05/13） 市場営業部　為替営業第二チーム
【昨日の市況概要】 公示仲値 109.74

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 109.65 1.1235 123.21 1.3008 0.6983
SYD-NY High 109.85 1.1264 123.40 1.3040 0.7000
SYD-NY Low 109.02 1.1221 122.56 1.2942 0.6941
NY 5:00 PM 109.31 1.1222 122.78 1.2957 0.6944
NY DOW 25,324.99 ▲ 617.38 日本2年債 -0.1600 0.00bp        
NASDAQ 7,647.02 ▲ 269.92 日本10年債 -0.0500 0.00bp        
S&P 2,811.87 ▲ 69.53 米国2年債 2.1885 ▲8.08bp     

日経平均 21,191.28 ▲ 153.64 米国5年債 2.1840 ▲8.35bp     
TOPIX 1,541.14 ▲ 8.28 米国10年債 2.4024 ▲6.92bp     

ｼｶｺﾞ日経先物 20,820 ▲ 685 独10年債 -0.0725 ▲2.80bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,163.68 ▲ 39.61 英10年債 1.0980 ▲3.70bp     
DAX 11,876.65 ▲ 183.18 豪10年債 1.7160 0.20bp        

ﾊﾝｾﾝ指数 - - USDJPY 1M Vol 7.13 0.82%
上海総合 2,903.71 ▲ 35.50 USDJPY 3M Vol 7.06 0.52% 　
NY金 1,301.80 14.40 USDJPY 6M Vol 7.14 0.34%
WTI 61.04 ▲ 0.62 USDJPY 1M 25RR -2.10 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 177.64 ▲ 1.31 EURJPY 3M Vol 7.34 0.32%
ドルインデックス 97.32 ▲ 0.01 EURJPY 6M Vol 7.52 0.21%

【予想レンジ】
通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：百瀬・玉井

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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先週末の米中通商協議が上手くいっているとの見方が後退し、中国の報復措置に対する警戒が強まる中、ﾘｽｸｵﾌの動き
に海外市場のﾄﾞﾙ円は上値の重い展開が続き、109.63ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は、中国が6月1日からの米製品に対して

25％までの報復関税を課すと発表したことから、一気にﾄﾞﾙ売り、円買いが強まり109.21まで下落｡更にﾄﾞﾙ円は売りが継続
し、109.02まで下落する。その後はﾄﾞﾙが買い戻される動きにﾄﾞﾙ円は下げ渋るものの、ﾀﾞｳが700ﾄﾞﾙ超下落する動きに、ｸﾛ
ｽ円の売りが強まり、109.20付近での推移が続く。午後に入りﾑﾆｭｰｼﾝ米財務長官が「中国との通商協議は継続中」と話し
たことが伝わり、続いてﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が「中国の習主席とﾛｼｱのﾌﾟｰﾁﾝ大統領とG20で会う」「3000億ﾄﾞﾙの中国製品に対する
関税はまだ決めていない」と話したことが伝わり、109.39まで戻すが、上値は重く109.31ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方、海外市場
のﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1223～41での狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続き、1.1232ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は中国の報復関税発表を受けたﾄﾞﾙ
売りに1.1264まで上昇する。しかし、株式市場がﾘｾｯｼｮﾝ懸念もあり大幅に下落する展開にﾕｰﾛ円が下落し、ﾕｰﾛﾄﾞﾙも連れ

て1.1228まで下落する。午後は狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続くが、終盤に掛けて更に下落し、1.1222ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。(NY井上)
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先週末の米中通商協議は合意に至らず、次回交渉日が決定していない中、残りの輸入品目に対しての追加関税を13日
にも発表とされるなど、不透明感が意識され、ﾄﾞﾙ円はｱｼﾞｱ時間早朝に109.64まで急落。東京時間を109.65ﾚﾍﾞﾙでｽﾀｰﾄす

ると、一時109.60を付けた。その後は徐々に反発し109.81まで戻す場面が見られたものの、株式市場が軟調な中、ﾄﾞﾙ円は
上値の重い推移が続くと、109.73ﾚﾍﾞﾙで海外市場に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､109.73ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡中国による報復措置への警戒感から上値の重い展開｡109.60まで下落し､

109.63ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.3014ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡英政府は､EU離脱案の策定に向けた超党派協議を再開するこ
とを表明｡その他､手掛かり材料に乏しく､1.2998から1.3028の狭いﾚﾝｼﾞで推移｡1.3013ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ
00531 444 179 北原)

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

5月13日 クラリダFRB副議長講演

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

5月14日 08:50 日 経常収支 3月 \3,020B \2,676.8B

15:00 独 CPI（前月比/前年比）・確報 4月 1.0%/2.0% 1.0%/2.0%

17:00 英 ILO失業率（3ヵ月） 3月 3.9% 3.9%

18:00 欧 鉱工業生産（前月比/前年比） 3月 -0.3%/-0.8% -0.2%/-0.3%

18:00 独 ZEW調査（現状/期待） 5月 6.3/5.0 5.5/3.1

「中立金利の低下、長期化する見通し」

海外時間のドル円は、米株の動きに追随して下落。中国政府が米国からの輸入品に対する関税を最大で25%に引
き上げると発表したことから、米中通商問題に関する先行き不透明感から株式市場は下落。その後は、中国が米債
を売るとの思惑から米金利が2.4%台へ戻す中、ドル円も下げ幅を縮小する展開に。引き続き、イベント通過感から買
い戻しが入る可能性は高いものの、警戒感は強く上値は重いだろう。


